
第１章







主体的に学び、学ぶ意義や価値を理解する
～自分の身に付けた力を確かめようとする意欲や態度、学習習慣を身に付けさせる～

○ 学校の授業以外で勉強する１日当たりの勉強時間から見ると、昨年同様、長く勉強する児童生徒
の方が平均正答率が高い傾向が見られる。例えば、小学校では、算数Ａで昨年度と比べて長く勉強
する児童と全くしない児童の平均正答率の差が大きい傾向が見られ、中学校においても数学Ａにお
いて同様の傾向が見られる。

◎ 学校の授業以外での勉強時間を確保し、学習状況が異なることがないようにする必要がある。

、 、○ 児童生徒が学校で勉強している内容が大切であると思っているかの回答から見ると 昨年同様
。 、 、大切であると思っている児童生徒の方が平均正答率が高い傾向が見られる 例えば 小学校では

国語Ｂで昨年度と比べて、国語の勉強が大切だと思っている児童の平均正答率は、そう思ってい
ない児童の平均正答率よりも高い傾向が見られ、中学校においても同様の傾向が見られる。

、 。◎ 学校で勉強する内容が大切であることを実感させ 自ら学ぼうとする態度を育てる必要がある
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